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患部 と な る 臓器 の 外 膜 に 発生 する 赤い 発疹 。 炎症 


i ーー | 


発生 時 に 注射 器 を 選択 する と 、 自 動 的 に 回 復 茎 の 横 


EE 注射 導 で それ を 明 引 し 、 


_@※ 症 の 手順 
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0 注射 器 2 … 患 部 に 消炎 剤 を 打つ 


は ドレ ー ン 。 EEC pr 違う の で 、 
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Ok と 表示 され る まで 吸引 を 続け る こと 。 
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_e 皿 た まり の 手順 


ー 思 部 に 発生 し た 出血 を と も な う 小さ な 腫瘍 。 デキ モ ーー 
ノ や ポリ ー プ な ど は これ ら に 各 ま れる 。 小 腫瘍 は 摘出 


ーー ル ゼ リー i 
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人 @ 小 腫 場 の 手順 
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人 @ を レー ザー……… 腫 瘍 を 焼却 


EE 


⑨⑲ ヒー ル ゼ リー … 傷 痕 に 塗る 
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小 腫 瘍 の 治療 中 に 患部 以外 を レー ザー で 照射 し 、 
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_ 出血 を 発生 きせ て し まっ た ら 、 すみ や か に ドレ ー ン で _ 
_ 血 だ まり を 吸引 し 、 ヒー ル ゼ リー レ ゼ リー で 傷痕 を 治療 する こと 。 
冷静 に 対処 すれ ば 、 大 大 き な ミ ス に | よ ょ なら な い 。 


レー ザー 痕 の 手順 


@ OEt ヒー ル ゼ リー ・ 傷 吉 に 浴 る 


に i iE i 
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io 
本 の 


⑩ 注 待 


に すく (し 


。。 軒 炎症 以外 の 部 位 に 投与 す 


る と ん ss 判定 で や り 直 し 。 


の R RE 3 時 間 が か か る だ け で 手術 


汗 で 


eas as 


その 下 に ある 患部 は 処置 


| 計 でき ない 。 出血 し た ら す み 
菩 誠 や か に 吸引 し よう 。 


th 宮 1 上 敵 邊 9 主 中 る 
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= 計 焼 却 時 に 、 患部 以外 の 部 
ls 鞭 位 を 長 時 間 照射 する と 出 


血 し て し まう 。 的確 な レー 


NT ザー 照射 を 行 な う コ よ うに 。 
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| 9 ヒー ル ゼ リー 
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志井 人 | 

OS 中 1 mW Ta 』 i 中 大 串 gm a 

間 で 


ュ > ヒー ル ゼ リー の 塗布 は 、 
MM 複数 の レー ザー 痕 に か か 
旨 る 位置 で 行なう と すばやく 

譜 義 処置 を すま せら れる 。 


血栓 と は 、 血 管 の 中 に で きる 老廃 物 の 塊 を 指す 。 こ 


ウエ ェ 々 エ ーー 


_ れ を 摘出 する 術 式 で は 5 つの 器具 を す ! ぼやく 扱う 技術 


ふさ げ ! ば 処置 完了 だ 。 な お 、 err か まっ て 
_ いる と 、 た ーー ニー ニ ま か の 血栓 が 計器 へ と 流れ 迄 ん で し 


© (1 スキ ャ ナ ・ 
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9 人 スキ ャ ナ J エコ ー 機 能 で 血栓 を 表示 
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© ノ ピン セッ ト 血栓 の 動き を 止め る 
血栓 表 画 の 患部 を 切開 上 


©@ る ヒー ル ゼ リー・ - 傷 を ふさ ぐ 


本 集 さ で 、 ーー 
が つう 。 _ な う 。 すべ て を 一 気 に 行なう の で は な く 、 鎮静 液 の 投 
与 か ら 摘 出 ま で を ひと 区 切り と し て 進め 、 その 後に 血 


ーー 


だ まり の 吸引 か ら 血 管 の 縫合 を 行なう と いう よう に 、 全 


ma a a Lae de re de ー= ェ ーーー デー デーーー ーー デーー* 


_ 体 を 2 自 階 に 分 け て 処 四 する と 成功 し や すい 。 


_ つ 動脈 冶 の 手順 


⑩ 人 @ スキ ャ ナー…… ル ー ペ 機能 で 術 野 を 拡大 
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の や 注 四 時 ……… 動 用 に 鎮静 液 を 打つ 


箇 管 の 史 合 部 を 縺 合 
© @ スキ ャ ナ …… "ルー ペ 機 能 を 解除 


⑳ 評価 ・ 判 定 ポ イン ト 


・ エ コー 表示 時 に 血栓 を 見 逃さ な い 
・ 止 め た 血栓 が 動き 出す まえ に 処置 


間 o+ ナー っ 


32 a が 共和 
0 内 作 人 SU 次 多 


> 上田 血栓 は 点 減 し な が ら 流 れ 
。 貢 て いる 。 す べ て の 血管 に 
| エコ ー 探 知 を 行ない 、 見 | 
有朋 逃し を な くす こと が 重要 。 


較 還 ⑬ ヒ ー ル ゼリー 
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手順 貫 の 切開 後 、 吸引 前 

le 4 罰 に ヒー ル ゼ リー を 使う と 血 

| 信 が 再び 動き 出す 。 手順 
嗣 9 員 ミス に 注意 し よう 。 


⑩ 評価 ・ 判 定 ポ イン ト 


・ 切 開 時 に や り 直 し な し 

・ 交 の 摘出 時 に ミス な し 

・ 血 だ まり の 復活 な し 

・ 血 管 を 欧 合 時 に ミス な し 

・ 縫 合 線 の 長 さ 、 幅 、 中 心 位置 、 傷 に 対す る 角度 が 正確 
"折り 返し 回 数 が 規定 数 以上 ある 
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』 癌 は 時 間 と と も に 膨らみ 、 

最後 に は 破裂 する 。 ガイ ド 
ライ ン が 表示 され た ら す ば 
罰 や く メ ス を 入れ よう 。 
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